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メタンハイドレート開発計画の概要メタンハイドレート開発計画の概要

「我が国におけるメタンハイドレート開発計画」「我が国におけるメタンハイドレート開発計画」

「技術開発内容検討詳細資料」「技術開発内容検討詳細資料」

経済産業省　平成１３年７月経済産業省　平成１３年７月

フェーズⅠ（２００１年度－２００６年度）フェーズⅠ（２００１年度－２００６年度）

　基礎的研究、産出試験実施場所の確定　基礎的研究、産出試験実施場所の確定

フェーズⅡ（２００７年度－２０１１年度）フェーズⅡ（２００７年度－２０１１年度）

　海洋産出試験、基礎的研究　海洋産出試験、基礎的研究

フェーズⅢ（２０１２年度－２０１６年度）フェーズⅢ（２０１２年度－２０１６年度）

　商業的産出のための技術整備　商業的産出のための技術整備
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フェーズⅠの総合的課題フェーズⅠの総合的課題

①　ＭＨ探査技術の最適化を達成①　ＭＨ探査技術の最適化を達成

②　賦存海域、賦存量を把握②　賦存海域、賦存量を把握

③　フェーズⅡにおいて海洋産出試験対象となりうる③　フェーズⅡにおいて海洋産出試験対象となりうる

　　ＭＨ資源フィールドを選択　　ＭＨ資源フィールドを選択

④　陸上産出試験を通じ、連続性を持ってＭＨを分解④　陸上産出試験を通じ、連続性を持ってＭＨを分解

　　しメタンガスを地表に取り出す技術を検証　　しメタンガスを地表に取り出す技術を検証

⑤　ＭＨ層からのメタンガス産出レートの向上と評価法⑤　ＭＨ層からのメタンガス産出レートの向上と評価法

　　の確立　　の確立

⑥　軟弱地層における掘削・仕上げ技術の確立⑥　軟弱地層における掘削・仕上げ技術の確立

⑦　産出に伴う地層の安定性に係る評価法の確立⑦　産出に伴う地層の安定性に係る評価法の確立
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平成１４年度事業概要平成１４年度事業概要

◎　経済産業省「メタンハイドレート開発実施検討会」◎　経済産業省「メタンハイドレート開発実施検討会」

　　開催３回　　開催３回

◎　運営協議会：７回開催◎　運営協議会：７回開催

◎　平成１３年度成果報告会（出席者１９４名）◎　平成１３年度成果報告会（出席者１９４名）

◎　研究公募（６件採択）◎　研究公募（６件採択）

◎　外部発表（６６件）◎　外部発表（６６件）

　　国際会議１０、国内の会議２６、教科書掲載３、　　国際会議１０、国内の会議２６、教科書掲載３、

　　マスコミ関係２３、ホームページ掲載４　　マスコミ関係２３、ホームページ掲載４
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平成１４年度事業概要－２平成１４年度事業概要－２

◎　ワークショップ：５回◎　ワークショップ：５回

　　地層変形、陸上産出試験、海洋調査、　　地層変形、陸上産出試験、海洋調査、

　　開発技術分野、海底地層の安定性　　開発技術分野、海底地層の安定性

◎　情報化システムの運用◎　情報化システムの運用

　　（１１月２７日本格運用開始）　　（１１月２７日本格運用開始）

◎　ホームページの運用◎　ホームページの運用

　　（１月７日本格運用開始）　　（１月７日本格運用開始）

　　　　http://www.mh21japan.gr.jphttp://www.mh21japan.gr.jp


